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第１章 総合計画の策定について 
 

第１節 計画策定の趣旨 

 滝上町は、平成 21 年度から平成 30 年度までを策定期間とした「第５期滝上町総合計画」を策

定し、将来像を「人いきいき町わくわく童話村たきのうえ 自立と協働のまちづくり」と位置づ

け、町民が夢と誇りを持ち、いきいきと暮らし、町外の人が関心を寄せる魅力的なまちづくりを

目指し様々な施策に取り組んできました。 

総合計画の策定は、これまで、地方自治法による策定義務がありましたが、地方分権改革によ

り、平成 23 年度に地方自治法が改正となり義務規定が廃止され、策定及び議会の議決を経るかに

ついては、市区町村の判断に委ねられました。 

 滝上町においては、総合的かつ計画的な行財政運営を図るために必要であるとの判断から、平

成 30 年３月に「滝上町総合計画策定条例」を制定し、総合計画を策定することとしました。 

日本の人口は、本格的な人口減少時代を迎え、地方において特に顕著な状況にあります。 

 地方自治体においては、人口減少に伴う、少子高齢化対策や公共サービスの維持、産業振興や

生活基盤の整備、大規模災害等を想定した防災体制の充実など様々な課題が山積しています。 

 総合計画は、滝上町にこれからも安心して暮らし続けるために、住民と行政がどのような方向

でまちづくりを進めていくかの施策を示すものであります。 

 新たに創る総合計画は、厳しい社会情勢にあって、限られた財源の中で、持続するまちづくり

を進めると同時に、「童話村構想」にもある「人がいきいき」とこの町で暮らしていくため町民、

企業、行政が力を合わせて実施していく計画として策定するものです。 

 

 

 

第２節 計画の性格 

 総合計画は、「滝上町総合計画策定条例」で定められている滝上町における最上位計画で、次の

ような性格を持った計画です。  

（1） まちづくりの指針 

  まちの将来像をはじめ、まちづくりの方向性を示すものです。 

（2） 行政運営の指針 

  総合的、計画的な行政を行うための施策を示すものです。 

（3） 町民と行政が協働で取り組む指針 

  町民や団体など多様な主体と行政が協働で行う、まちづくり活動について示すものです。 

（4） 国や北海道などの関係機関に向けた指針 

 計画の実現に向けた連携や町の役割を明確にし、対外的に示すものです。 
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第３節 計画の構成と期間 

「第６期滝上町総合計画」の構成や期間は次のとおりです。 

 

年  次 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

西  暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 

基本構想 

 滝上町におけるまちの将来像を展開し、その実現のための基本的な方向を示

します。 

２０１９～２０２８年度（10 年間） 

 

基本計画 

 基本構想に示した将来像の実現のため、分野毎に施策の方向性と重点的に実

施する取組を示します。 

前期基本計画 

２０１９～ ２０２３年度 

後期基本計画 

   ２０２４～２０２８年度 

（２０２３年度までに見直し） 

 

実施計画 

 基本計画に定めた施策を推進するため、その手段として実施していく事業を

位置づけるもので、毎年度見直し、各年度の予算編成の基本となります。 

 財政計画と合わせて作成します。 

前期実施計画 

２０１９～ ２０２３年度 

後期実施計画 

   ２０２４～２０２８年度 

（２０２３年度までに見直し） 
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第２章 時代の潮流と滝上町の現状と課題 
 

１ 人口減少と少子高齢化 

 日本は平成 20 年をピークに人口減少に転じ、人口減少社会を迎え、今後は急激な人口減少が

予想されています。この人口減少においては、人口全体の数が減ることに加え、少子高齢化がさ

らに急速に進み、今後は都市部において急激な高齢者数の増加が見込まれ、経済社会全般に大き

な影響を与えることが懸念されています。 

 滝上町においては、昭和 36 年の 14,214 人（住民基本台帳）をピークにその後一貫して人口が

減少し、平成 30 年 10 月末日には、2,609 人（住民基本台帳）となっています。65 歳以上の高齢

化率も 43.4％（住民基本台帳）となっており、既に地域コミュニティ活動や公共サービスにも影

響が出てきています。今後も人口増加は見込めないため、医療、福祉、教育をはじめ様々な方面

に影響を与えることが予想されます。人口減少を抑える取組みを行う一方、人口減少、少子高齢

化時代を踏まえたまちづくりのあり方についても考えていかなければなりません。 

 国は、平成 26 年度に、「まち・ひと・しごと創生法」を施行し、人口減少対策を市町村ととも

に実施することとしており、本町においては、平成 27 年度に「滝上町人口ビジョン」を策定し、

人口減少対策につながる施策を実施しています。 

 滝上町総合計画策定にあっては、この「滝上町人口ビジョン」をもとに 10 年後の将来人口を

2,100 人程度と想定します。 

 

人口推計  

◆滝上町の人口推移（まち・ひと・しごと創生総合戦略人口ビジョン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産業の振興と人材確保 

日本経済は、近年は緩やかな回復基調にありますが、働く場所があっても働く人がいないこと

が問題となっています。 

2028 年度 2,100 人程度 
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滝上町においても高齢化による生産年齢人口の減少により、本町の基幹産業である、農業、林

業、観光のほか、建設業、商工業などにおいても人手不足の傾向が出てきており、本町の経済活

動に大きな影響を及ぼしています。 

魅力ある雇用の創出や起業への支援を推進することにより地域経済を活性化するとともに、産

業の担い手を確保していかなければなりません。 

 

３ 高齢化の進行と子育て支援強化と医療・福祉・介護体制の確保 

 高齢化の進展や雇用環境の変化により生産年齢人口が減少し、社会保障制度の継続にも影響を

及ぼすことが予想されます。また、医療や介護の現場で働く人員が全国的に不足しており、地方

においては、特に確保が難しい状況になっています。 

本町においては高齢者の割合が既に 40％を超えて超高齢化となり、医療・福祉・介護の現場で

は人員が不足しています。介護を必要とする方が必要な医療・福祉・介護サービスを受けられる

ようにしていかなければなりません。 

このような状況の中、将来的な高齢者対策として、できるだけ自宅で自立した生活が送れるよ

う地域で支える仕組み（地域包括ケアシステム）の構築が必要となっています。 

 一方、活力ある地域を維持していくためには、生産年齢人口を増加させることが必要です。出

生率向上のための子育て支援を充実させるとともに、検診や運動を推進し、健康寿命を伸ばす取

組みを行っていくことが必要です。 

 

４ 安全安心で快適な生活基盤の整備 

 近年、全国各地ではこれまで経験したことがないような局地的な集中豪雨や豪雪などの自然災

害が多発し、公共インフラ、住宅、人的被害が多発しています。これらは地球温暖化の影響と考

えられ、今後はこれまで災害のなかった地域における災害発生の可能性も指摘されています。 

 滝上町は、地震が少なく自然災害が少ない地域であり、近年大きな自然災害はありませんが、

今後は、大きな災害の可能性に備え、ソフト・ハード両面から防災・減災対策を実施していかな

ければなりません。 

 滝上町の自然豊かな住環境を維持し、住民が安全安心に快適に暮らしていけるように努めなけ

ればなりません。 

 

５ 充実した教育環境の確保 

 人口減、少子化、核家族化など、社会情勢の変化により、全国的に児童生徒数が減少しており、

教育環境に影響を及ぼしています。 

本町においては、小学校が２校、中学校が１校ありますが、いずれも生徒数が減少しており、

また、平成 31 年４月からは高校が閉校となり、今後の教育環境に大きな影響が予想されます。 

子どもたちが地域に誇りを持ち、安心して充実した教育が受けられる環境を維持し、将来地域

や社会を支える人材を育成していくための教育環境の充実が重要です。 

 

 



Ⅰ 序 章 第２章 時代の潮流と滝上町の現状と課題 

5 

 

６ 求められる効率的な行財政運営 

 国の財政は、急激な高齢化の進展に伴う社会保障関係経費等の増大などにより歳出が伸び続け

ている一方、税収は伸び悩み、歳入の半分を公債（借金）で賄っている状況にあり、社会保障を

充実させながらも歳出抑制等による財政健全化を図っていかなければならない状況にあります。 

 滝上町は、収入の多くを国から配分される地方交付税が占めています。地方交付税は、地方公

共団体の財源の偏在を調整する目的で交付される財源で、一定のルールの下で算定され交付され

ますが、人口減少により今後は年々減少していくことが想定されます。 

 今後、施設の老朽化による道路、水道、下水道や公共施設等の修繕費の増大に加え、少子高齢

化による医療や介護などの社会保障費の支出の増加が見込まれ、今後厳しい財政運営が求められ

る状況にあります。 

 限られた財源を効率的に活用していくには、長期的視点による公共施設の再編、補助金等制度

の見直しや業務改革など効率的な財政運営の実施が必要です。 

 住民が今後も継続して安心して暮らしていけるよう、持続可能な財政運営を行っていかなけれ

ばなりません。 
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第３章 町民意向 
１ 町民アンケート結果（過去調査の結果から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3%

7.9%

5.3%

15.2%

4.6%

11.9%

6.0%

10.6%

6.0%

35.1%

51.7%

22.5%

6.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ご自身または家族の「就学」のため

ご自身または家族の「就職」のため

ご自身または家族の「保育・育児」「子育て」…

ご自身または家族の「転勤」のため

ご自身または家族の「転職」のため

ご自身または家族の「離職・引退」のため

結婚など家族関係の変化のため

親（子）との同居・近居のため

通勤や通学の利便性のため

買い物や娯楽などの利便性のため

医療や福祉サービスの利便性のため

積雪や冬の寒さが負担であるため

その他

不明

町外に転居することになる（または転居したい）理由

36.5%

22.7%

44.8%

17.6%

24.8%

5.4%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

夫婦が共働きできる環境の充実

家族に対する支援の充実

雇用対策をして安定化した雇用機会を提供する

結婚した人の負担を減らす制度の創設

未婚者の婚活支援サービスを提供する

その他

不明

結婚支援に向けて、積極的に取り組むべき施策

資料：滝上町まち・ひと・しごと創生総合戦略町民意向調査（平成 27 年 8 月） 

36.0%

22.3%

45.3%

26.1%

6.5%

15.5%

26.1%

8.3%

19.6%

17.3%

8.1%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育て支援施設の整備

子どもが楽しく遊べる公園整備

子育て世帯への助成

ひとり親への支援

新生児、乳児への記念品のプレゼント

子どもの居場所提供や少年団等の充実

地域と連携した教育の充実

二世帯住宅等への税減免制度

空き家バンク・住み替え情報の提供

子育てにやさしいまちのアピール

その他

不明

子育て支援に向けて、積極的に取り組むべき施策

資料：滝上町まち・ひと・しごと創生総合戦略町民意向調査（平成 27 年 8 月） 

資料：滝上町まち・ひと・しごと創生総合戦略町民意向調査（平成 27 年 8 月） 
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● 町民アンケート結果から見えるもの 

 町外に転居することになる（または転居したい）理由としては、「医療や福祉サービスの利便性

のため」「買い物や娯楽などの利便性のため」が多く「医療・福祉」「買い物」の利便性が大きな理

由となっています。また結婚支援では「安定した雇用や共働きできる職場環境」などの「雇用・

職場環境」、子育て支援では「子育て世帯への助成・子育て支援施設」などの「子育て支援機能」

の充実が求められていると考えられます。 

 高齢者の助け合いでは、「心配事、愚痴を聞いてくれる」友達はいるが、「病気等で数日間寝込

んだ時の看病や世話」については、近隣や友人などには頼みにくいことや「家族や友人・知人以

外」には相談しにくいと考えている方が多いという実態が見えます。そのため、高齢者が地域で

安心して暮らしていくためには、行政や地域がもっと相談しやすい関係を作っていく必要がある

と考えられます。 

53.5%（297人）

9.4%（52人）

39.8%（221人）

36.0%（200人）

15.3%（85人）

38.6%（214人）

2.2%（12人）

4.0%（22人）

58.2%（323人）

12.6%（70人）

32.6%（181人）

17.3%（96人）

5.0%（28人）

7.2%（40人）

1.8%（10人）

8.3%（46人）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

助け合いについて（複数回答）

心配事、愚痴を聞いてくれる人

病気で数日間寝込んだ時看病や世

話をしてくれる人

4.9%（27人）

5.6%（31人）

0.5%（3人）

8.1%（45人）

6.7%（37人）

5.4%（30人）

23.2%（129人）

16.9%（94人）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

自治会・町内会・老人クラブ

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役所・役場

その他

そのような人はいない

未選択

家族や友人・知人以外の相談相手（複数回答）

資料：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（平成 29 年 8月） 

資料：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（平成 29 年 8月） 
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２ 町民ワークショップ結果 

 第６期総合計画策定に係る総合計画策定セミナーを開催し、町民ワークショップを実施しまし

た。ワークショップでは、４グループに分かれて、滝上町のこれから伸ばしていきたい「良いと

ころ」と解決していきたい「課題」をそれぞれ書き出し、出された意見から投票により「重点的

に取り組む必要のあるもの」に選ばれたものについて、解決策を話し合いました。 

 

     会 議 名  滝上町総合計画策定セミナー 

     開催場所  滝上町文化センター第２・３会議室 

     日  時  平成 30 年 7 月 23 日 午後 6 時 30 分から 

     出席者数  25 名 

 

（1）町民ワークショップで提案された内容 

[ ]は、出された意見の人数 ★重点的に取り組む必要があるものと選出 

 

①「産業」 

○良いところ ●課題 

・観光資源がある [6] ★ 

・美味しい食べ物がある [2] 

 

 

 

 

・働く職場がない [6] ★ 

・店が少ない [3] 

・24 時間のコンビニがない [2] 

・芝ざくらの整備 [2] 

・特産品の PR 不足 [2] ★ 

・飲食店が少ない [1] 

・特産品がない [1] 

・低賃金 [1] 

・滝上町の産業の実態がわからない [1] 

 

②「保健・医療・福祉」 

○良いところ ●課題 

・子育てしやすい（中学まで） [2] 

・人口の割に福祉施設が多い [1] 

 

・医療体制が不足（専門医、出産、救急）[7] ★ 

・子育て環境が良くない（預かり、遊び、高校な

ど） [5] 

・予防医療がしっかりしていない [1] 

・高齢化が進んでいる [1] 

・介護問題が無策 [1] 
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③「生活基盤」 

○良いところ ●課題 

・豊かな自然 [9] 

・自然災害が少ない [9] ★ 

・空気や水がきれい [4] ★ 

・静かでのんびり暮らせる [3] 

・健康的な遊び場がある（山、川、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ）[2] 

・家賃が安く、家が広い [2] ★ 

・土地が安い [2] 

・水が美味しい [2] 

・治安が良い [2] 

・涼しい [1] 

・風景が良い（芝ざくら、ﾊｰﾌﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ） [1] 

・建物がメルヘンチック [1] 

・コンパクトシティ [1] 

・ドライブが楽しめる [1] 

・空港が近い [1] 

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境（光回線）が整備されている [1] 

・若者の遊び場が少ない [1] 

・空家が利用されていない [1] 

・交通の便が悪い [1] 

・国道 273 号線の道路状況が悪い（カーブ）[1] 

・停電が多い [1] 

・熊の出没が多い [1] 

・空き地が原野化している [1] 

 

④「教育・文化」 

○良いところ ●課題 

・有名人を輩出している [1] 

・高齢者による伝統文化の承継 [1] 

・教育の未来型への検討 [1] ★ 

・高校がなくなる [1] 

 

⑤「協働」 

○良いところ ●課題 

・田舎ならではの人間関係が温かい [7] 

・他から来た人を快く受け入れる [1] 

・役場職員が元気 [1] 

 

・人口が減少 [6] ★ 

・若者が少ない [2] 

・あいさつが少ない [1] ★ 

・町のイメージがはっきりしない [1] ★ 

・行事に人が集まらない [1] 

・人口対策が乏しい [1] 

・町民に温度差がある [1] 

・若者に親切でない [1] 

・交流人口が少ない [1] 

・I・J ターンを増やすこと [1] 

・町の知名度が低い [1] 

・財政の健全化（財政縮小、税収増） [1] 

・ニーズが多様化しすぎ [1] 

・不祥事を隠ぺいする役所の体質 [1] 

・廃校舎の有効利用 [1] 
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（2）町民ワークショップの結果から見えるもの 

 滝上町においては、豊かな自然、美味しい水、静かさ、自然災害の少なさなど、滝上町固有の

自然環境を良いところとして考えている意見が多く見られました。一方、医療や買い物や働き場

所など、都市と同様のサービスを求めることは叶わない実態が見られます。田舎ならでは人間関

係を好意的に思っている意見も多くありました。 

子育て環境についての意見としては高校がなくなることへの不安があると推測されます。 

 重点的に取り組む課題となったものについての解決策を話し合った結果では、①花観光を充実

させ、特産品の開発やグッズ販売を PR、②医療等については、充実を求める声があるが、町民自

らが病気にかからないよう体力づくりを行っていくこと、③人口減少に対しては、災害が少ない

ことや、土地が安いこと、子育てしやすいこと、少人数ならではの特色ある教育などを積極的に

アピールして移住者、定住者を増やしていくことの３点があげられ、そのためには、「行政だけで

はなく町民からの積極的な情報発信も必要である」といった貴重な意見をいただきました。 

 

（3）町民ワークショップでの意見 

【産業】 

○ 花観光が盛んで良い、継続すべき。 

  ・芝ざくらの管理をしっかり、関連グッズのネット販売も。 

○ 働く職場、職種が少なく、雇用の確保につながらない。 

  ・町のパート、臨時職員などの年齢上限を引き上げる。 

  ・働きやすい環境づくり、明るく楽しい職場環境づくりに努める。 

○ 特産品のＰＲ不足 

  ・ふるさと納税の推進、先を見据えた特産品開発。 

  ・自分のまちの特産品に興味を持つ（食べてみる） 

【保健・医療・福祉】 

○ 医療体制が整っていない。 

  ・総合診療できる医師の確保、近隣病院との連携。 

  ・健康寿命を伸ばすための意識改革。 

【生活基盤】 

○ 災害が少ない。 

  ・災害が少ないことをもっとＰＲ、企業誘致、それぞれがＳＮＳ配信する。 

  ・災害に対する学習は必要。 

○ 空気がきれいで健康的な環境。 

  ・自然の豊さを感じられる活動、意識化する活動。 

  ・SDGs（持続可能な開発目標）に則った環境施策の実施（関連：協働）。 

○ 住みやすい住環境（家賃が安い・家が広い）。 

  ・空き家対策の認知度向上、年寄りを大事に。 

【教育・文化】 

○ 教育の未来型の検討。 

  ・中学生の海外留学、図書費の増、先進的教育、新しい体験をさせる。 
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【協働】 

○ 人口が少ない。 

  ・住居、働く場所、教育環境をＰＲ、自然を活かした新産業。 

○ 挨拶が少ない 

  ・声かけ運動推進（役場・官公庁は率先し）、住民自らが挨拶できる雰囲気づくり。 

○ 町のイメージがはっきりしない。 

  ・町の具体的なイメージを売り込む、キャッチフレーズをつくる。 

  ・町民が町の特徴などを答えられるようにする。 

 

  これらを総合計画の中で取り組んでいくべき課題と捉え、その対応の検討を行うこととしま

す。 
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３ 中学生アンケート結果 

【調査概要】 

 対  象 ： 滝上中学校 全校生徒 47 名（１年生 18 名 ２年生 9 名 ３年生 20 名） 

 調査方法 ： 学校にてアンケート配布し回収 

 回 答 日 ： 平成 30 年 10 月 3 日 （代表生徒との意見交換：平成 30 年 10 月 5 日） 
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自然がいっぱいある

ゴミがなくて町がきれい

バスなど交通が便利

災害が少ない

犯罪が少ない

学校機材が整備されている

学習環境が良い

図書館やスポーツ施設が充実

文化やスポーツ活動などやりたいことができる

友だちがたくさんいる

町の人が親切

「良い」と思うところ「充実してほしい」

と思うところ（１人５つまで）

良い 充実してほしい
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40.4%
40.4%
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